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２０２６年２月、南テキサスで起こった UAP 撃墜事件 

 ロス・コールサート(Ross Coulthart) が米国全国ネットワークのケーブルテレビ News 

Nation (Reality Check)のインタビューに応えた動画（2026 年 8 月 9 日）の発言に考察を

挟みながら編集）                          

                                                            2026 年 9 月 12 日 

・飛行物体の飛来、空域封鎖 

２０２６年２月１０日、米国・南テキサス(TX)のメキシコとの国境近くにあるエル・パソ

国際空港(El Paso International Airport)上空で１機ないし複数の飛行物体が探知された。 

同日午後１１時半ごろ、FAA（アメリカ連邦航空局）はエル・パソ上空の空域を当局への

通告なしに突然１０日間封鎖すると宣言した。(8:14) 

図１ 

封鎖の理由はメキシコの犯罪組織のドローンが国境を越えて飛んできたからだという。し

かし News Nation の当地の特派員によれば、そんなことはしょっちゅうであり、封鎖など

めったにないという。(9:45) 

・封鎖への抗議 

エル・パソ市（人口６８万人）の市長レナード・ジョンソンは 2 月１１日、通告なしの大

都市エル・パソ上空の封鎖は市当局、エル・パソ国際空港、病院、市民の生活に多大な影

響を及ぼすものであり、とうてい受け難いと抗議した。(8:58) 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=IOZdVCoZ51Q
https://www.youtube.com/watch?v=IOZdVCoZ51Q
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・ニューヨークタイムズの記事  

政権当局はマフィアのドローン、挙句の果てにはパーティー・バルーンだったと主張 

New York Times（２月１１日付け）が伝えるところでは、これに対し政権幹部はこの封鎖

処置はメキシコの麻薬組織が突然国境を越えてドローンを侵入させたことに対する軍事的

対応だと述べたという。運輸長官ショーン・ダフィは「脅威は無効化された」とツイート

した。(9:15) 

いったい何が起こったのか？ 

New York Times は次のように報道した：エル・パソ空域を封鎖した本当の理由は入国管

理局がペンタゴンから提供された対ドローン兵器を FAA に無断で使用したからだ。税関・

国境警備隊は犯罪組織のドローンに向けて攻撃したが、その物体はなんとパーティ・バル

ーンだった。現場には国防総省関係者が居合せていたという。(10:07) 

 

その後国防総省も、国土安全保障省も、FAA もそれ以上一切コメントを出さなかった。 

国防総省（戦争省）がドローンとバルーンの区別も付かなったという話は笑止千万であろ

う。このような情報は信じられない。(10:48) 

・封鎖空域の拡大 

FAA がエル・パソ上空の空域封鎖をしてから７時間後、翌日の 2 月１１日午前７時ごろに

制限空域はさらに拡張される。(11:08) 

・国会議員は機密ブリーフィングを受けた 

国会議員たちも空域封鎖の理由を信じることができなかった。FAA を監督する上院商業委

員会議長の共和党テキサス州上院議員テッド・クルーズは事件の真相についての機密ブリ

ーフィングを要求した。彼も公表された説明を信じることができなかった。 

上院軍事委員会の民主党古参議員、ロード・アイランド州のジャック・リードも政権の説

明を受け入れなかった。(11:20) 

しかし事件から 6 カ月後の現在、機密ブリーフィングの内容を明かした議員は誰もいな

い。(11:57) 

・事件の前史 

去年の 2025 年 7 月までエル・パソの南東にあるシエラ・ブランカで UFO 観測グループ

が観測活動をしていた。 

その 4 カ月後の 2025 年 11 月 8 日から 4 日間（当初は 1 年間の予定）、国防総省がシエ

ラ・ブランカの空域を閉鎖した。 
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ロス・コールサートは FAA の時限空域閉鎖の記録 TFRs(The FAA records for temporary 

flight restrictions)を調べて興味深い事実を発見した。去年の２０２５年１１月８日から 2

２０２６年１１月６日の１年間、エル・パソ南東の広大な空域閉鎖が FAA によって宣言さ

れていたのだった。(12:22) 

図２ 

この場所は国防空域とみなされ、侵入した航空機は追い返されパイロットは拘束・尋問さ

れる。航空機が国家の安全を脅かす緊迫した状況の場合、米国政府は殺傷兵器を使用する

権利を有する。(12:46) 

非常に興味深いのは、まさにシエラ・ブランカ（Sierra Blanca）と呼ばれるこのエリアで

天体観測グループ（グッチ注：ここでは UFO 観測グループと解釈できる）が２０２５年

７月まで観測活動をしていたことだ。(13:10) 

このグループがシエラ・ブランカでの観測活動をやめた 3 カ月後に国防総省が空域閉鎖を

行ったのだった。 

しかし何事かが起こって、この空域閉鎖 TFR は 6 日後、２０２５年１１月１４日に解除

された。(13:24) （グッチ注：１年間の封鎖がたった 6 日後に解除となったわけだ）。 

その空域閉鎖エリアは２０２５年７月まで天体観測グループが観測活動をしていた場所と

正確に一致している。これは偶然とは思えない。(13:45) 

私（ロス・コールサート）が得た情報では、２０２５年１１月の空域閉鎖は国防総省がＦ

ＡＡと連携して行った統合特殊作戦コマンドであり、「ドローンの撃墜」が目標だった。

（14:05） 

エル・パソ市はこの時、空域閉鎖から除外されていた。まさに天体観測グループの活動ゾ

ーンの上空だけに空域閉鎖が適用されたのだった。(14:22) 

（グッチ注：そしてシエラ・ブランカ上空の空域閉鎖解除から３か月後の２０２６年２月

１０日に、シエラ・ブランカの北西にあるエル・パソ上空の空域が突然閉鎖されたのだっ

た。） 
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２０２６年２月１０日にエル・パソ市全土やエル・パソ国際空港などが空域閉鎖になった

状況を図示する(14:48): 

図３ 

（図１を拡大し閉鎖エリアの詳細を表示したもの。閉鎖円の直径は２３マイル、約３７ｋ

ｍ。） 

・エル・パソ市上空の時限飛行禁止が続いていた２月１１日に（グッチ注：午前７時ごろ

に）もうひとつ別の空域閉鎖が再び特別保安措置として行われた。 

 

図４ それはエル・パソ市の西に広がる広大なエリアであった。(15:19) 

 

・国防総省の情報源から得られた真相 

観測グループは２０２５年７月まで独自の交信法を使用し、サイキックな方法で UFO を

呼び出していた。 

私（ロス・コールサート）はいったい何が起こったかをついに突き止めた。国防総省の情

報源から聞いた話では、UFO 観測グループがシエラ・ブランカで２０２５年 7 月までに行
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っていた活動の様子を国防総省側が監視していた。そして観測グループがサイキックな方

法で UFO を召喚し、独自の交信法を使っていることを発見した。そしてまさに観測グル

ープがシエラ・ブランカで UFO を呼んでいる最中に２００マイル北西にあるホワイトサ

ンズ・ミサイル・エリア上空に UFO(UAP)の大群が出現し始めたのだった。(15:23) 

（グッチ注：国防総省側はこのとき、このグループを利用して UFO をおびき出し撃墜し

ようと決めたのに違いない。 

なおロス・コールサートは「２０２５年１１月８日に宣言した１年間の空域閉鎖は観測グ

ループのシエラ・ブランカでのさらなる活動を効果的に阻止したことは疑いを入れない」

と述べている(14:35)が、彼は次のようにも述べている： 

「UFO 観測グループはグループとしての活動をやめたように見えるが、観測グループの一

部の者たちは戦争省（国防総省）の工作員たちと手を組んで今もホワイトサンズで活動を

続けているのではないかと私は疑っている。」）(17:18) 

・更なる真相  

国防総省の工作員が観測グループの一部を取り込んで、２０２６年２月１０・１１日にＵ

ＡＰをおびき出し撃墜した。 

戦争省の工作員の連中が熟練した UFO 観測者たちを使っているのは十分ありそうなこと

だ。なぜなら、私が得た情報では去年の１１月から今に至るまで、米国政府がさまざまな

諜報機関や国防総省関連の部署と連携して、UAP 応撃作戦を遂行するためにこの空域閉鎖

を行っているからだ。(17:38) 

連中はドローンや UAP と呼ぶ異星船をおびき寄せ、探知し、撃墜している。空域閉鎖は

民間の活動を排除して、隠密作戦ができる空間を確保するために行っており、そこで異星

船の召喚、探知、撃墜をしているのだ。（18:08） 

そんなことが起こっている。はっきり言おう、伝えられたところによると国防総省は観測

チームがシエラ・ブランカで用いたのと同じ方法を使っている。つまり彼ら独自の電気機

械的シグナルと神経交感によるサイキックな召喚法を用いたのだ。(18:42) 

観測チームの一部のメンバーが国防省と連携して活動しているとするならば、なぜこの観

測チームがその後黙りこくっているかの説明もつく。戦争省が不可思議な飛行物体を応撃

する独自の秘密作戦を展開したことは間違いない。 

聞くところによると、彼らは ET 宇宙船の撃墜を米国内とメキシコとの国境を越えたフア

レス(Juarez)近郊の二カ所で行ったそうだ。 

またホワイトハウスの情報筋によると、トランプ大統領はこの作戦を自ら承認していると

いうことだ。ということは、政府は実際に知っていることのすべてをいまだ公にしていな

いということになる。(19:15) 

政権は既存のプログラムとは別個の機密のプログラムを実行し、非人間知性体の地球外テ

クノロジーを回収することに全力を注いだということだ。これは大統領による隠蔽工作で

ある。（20：27） 
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これはホワイトハウスからもたらされた情報であり、情報元は大統領の上級情報顧問たち

だ。(20:35) 

大統領は戦争相ピート・ヘグセス(Peter Hegseth)に物体の正体の調査と捕獲を命じた。国

家情報長官(ODNI)もそれに関わった。 

・ET 宇宙船はホワイト・サンズ基地から電磁スカラーパルス砲で撃墜された 

情報筋によると、ホワイトサンズ・エリアで正体不明の宇宙船を撃墜するのに用いられた

指向性エネルギー兵器システムはいわゆる高周波マイクロ波だった。それは電磁波エネル

ギーの強力な放射を光速で放射し、宇宙船を貫いてその電子システムを焼き切るものだと

いう。(20:45) 

(グッチ注: 高周波マイクロ波の実態は電磁スカラーパルスのはずだ。この兵器の実際の仕

組みは以上の説明と違う。詳しくは以下のファイルを参考にしてほしい)： 

１）地球を破滅におとしいれかねない電磁スカラー・パルス砲の実在について 

― スティーブン・グリアの講演から― その１（PDF） 

２）地球を破滅におとしいれかねない電磁スカラー・パルス砲の実在について 

   ― スティーブン・グリアの講演から― その２（PDF） 

３）地球を破滅におとしいれかねない電磁スカラー・パルス砲の実在について 

  ― スティーブン・グリアの講演から― その３（PDF） 

４）地球を破滅におとしいれかねない電磁スカラー・パルス砲の実在について 

― スティーブン・グリアの講演から― その４（PDF） 

ホワイトサンズ上空で探知され狙撃された物体は、UAP の５つの定義を満たしていたと聞

いている。 

１．瞬間的加速 ２．超音速的速度 ３．観察困難さ ４．亜空間への移動 

５．反重力 

推進装置が見当たらない。ジェット推進もなく、タービンもなく、ロケットモーターもな

い。 

瞬間的に変化し、途方もない速度をだし、ステルス・モードである。（21:12） 

 ・UAP を攻撃したホワイト・サンズ・エリアはエル・パソ市の北に位置し、最初の原爆

実験を行った場所だった。 

(グッチ注: グリアによれば原爆炸裂で発生する電磁パルスは ET 宇宙船の飛行を妨げた

り、ET のコミュニケーションを乱したりするという。核兵器は人類の自滅を招くだけで

なく、銀河宇宙にも多大な悪影響を与えている。ET 文明がホワイトサンズ・ミサイル・

エリアに強い関心を示し、この近辺に出没する可能性が高いことはグリアも指摘してい

る)。 

https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/EMP1.pdf
https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/EMP2.pdf
https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/EMP3.pdf
https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/EMP4.pdf
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図４  

(グッチ注: 囲っている長方形のエリア(東西６０マイル、南北１６０マイル)はホワイトサ

ンズ関連施設。ミサイル発射場や最初の原爆実験を行ったサイト(Ttinity Site)やＵＡＰ目

撃が噂されるホラマン空軍基地(HOLlOMAN AFB)も含まれる)。 

以下、ホワイトサンズ・エリアの映像 

  

 

原爆実験をした当時の Trinity Site 
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８１年前、ホワイトサンズ・エリア（WSMR）でコードネーム Trinity(三位一体)と呼ばれ

る最初の原子爆弾の爆裂実験が行われた。(16:30) 

・エリア内のホラマン空軍基地では以前から UAP が目撃されていた 

第二次世界大戦末期、米国は接収したドイツのＶ-２ロケット１００機をここで実験してい

る。エリア内のミサイル・エリアの東に位置するホラマン空軍基地は以前から正体不明の

ＵＡＰ目撃があると言われている。(16:36) 

 

現在のホラマン空軍基地 

 

ホワイトサンズは米国の最重要な軍事実験場であり、そこで数々のミサイルや宇宙工学の

テクノロジーが誕生した。ホワイトサンズ・エリアの空域が UAP や未確認飛行物体によ

って少しでも混乱状態になることは国家安全保障上大いなる脅威である。(16:57) 

(グッチ注: ロス・コールサートは米軍の立場を代弁してこのように言っているが、ET 文

明側には侵略の意図は認められず、人類を破滅に陥れる可能性がある核兵器を監視する平

和目的で飛来していると思われる。米国防総省（その中には軍産複合体 USAPs が潜む）

は ET 文明にテクノロジーの進化だけをみて敵対視し、その宇宙船を攻撃・撃墜してい

る。これは自らの攻撃性を相手に投影しているに過ぎない。そのような攻撃的な低次の文

明は敵対する国同士で核戦争を起こして自滅する可能性が高い。地球にやってきている

ET たちは戦争を起こすような獣的レベルを克服した後、文明を数十万年継続するうち

に、宇宙の平和を尊ぶ高次の精神性を獲得していると思われる。スティーブン・グリアは

ET との交流によってそのことを確信して文明レベルの１０段階を提示しているし、私グッ

チもコンタクト中、夜空に出現した閃光球から ET の優しさと愛を強く感じたことがある

し、ET を載せた卵型宇宙船を運んだジェイク・バーバ―も、運ばれつつある ET たちが寄

こす愛の深さに涙したほどである。平和目的で飛来している ET 宇宙船を撃墜し、精神進

化した多くの ET たち（グリアは撃墜された ET 宇宙船は 1 千に上ると言っている）の命

を奪い、軍事利用目的でそのテクノロジーをリバースエンジニアリングし、武器の増強に

充てている地球人の精神はおぞましいというほかない)。 

・トランプ大統領はどこまで真実を知っているのか 

気になることがある。聞くところによると大統領は UAP 回収についてその全貌を知らさ

れていないということだ。物体は敵国のドローンだという説明で騙されているのではない

https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/civilizations.pdf
https://higusumi.world.coocan.jp/japanisch/ufo/20170723kujukuri.htm
https://higusumi.world.coocan.jp/japanisch/ufo/20170723kujukuri.htm
https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/JakeBarber.pdf
https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/JakeBarber.pdf
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かというのだ。(21:51） 

飛行物体のいくつかは中国か、その他の敵国のドローンであり、それでアメリカ内で最も

センシティブな軍事実験場を偵察・監視している可能性も考えられるという話も聞いてい

る。（22:12） 

しかし探知した限り、物体は疑いもなく人類の既知のテクノロジーをはるかに越えてい

る。もし中国のスパイドローンであるとすると、中国は推進装置が全く見当たらない超進

化したステルス推進テクノロジーを所有しているということになってしまう。(22:29) 

・極秘プログラムに属する連中が UAP 撃墜作戦に加わっている恐れがある 

もう一つの懸念は大統領の要請でホワイトハウスが承認したこの秘密の作戦に実は別の力

が加わっているのではないかということだ。この大規模な作戦に参加している様々な省庁

の人員の中に、非人間知性の宇宙船を数十年にわたり回収、リバースエンジニアリングし

てきた極秘プログラムに属する連中が加わっているのではないかという恐れだ。(22.51) 

(グッチ注: ロス・コールサートが the covert legacy program と言っているのは 1940 年代

後半から存在している超国家秘密組織の軍産複合体 USAPs(Unacknowlegded Special 

Access Projects)のことである。グリアはその組織からの内部告発証言や逃亡者から

USAPs について多くの情報を入手している)。  

・トランプ大統領はペンタゴンなどに命じて UAP 情報公開を盛んに行っているが、どこ

までことの全体像を知っているかは疑問。 

大統領は米国がこの地球外テクノロジーについてすべてを知ることを望んでいるだろう。

そのことは十分理解できる。しかし、大統領に状況をブリーフィングしてくれる人たちは

本当にすべてを伝えているのだろうか？私が伝え聞くところによると、すべては伝えてい

ないということだ。 

もしホワイトサンズ上空で目撃されたことを大統領が国民に向かって公にしようとすれ

ば、それは UAP 情報開示（ディスクロージャー）における画期的な進展をみせることに

なるだろう。(23:32) 

しかし大統領がこの件について報告を受け、地球外テクノロジーを回収したとして、その

上でいったいどのようなことをしようとしているのかがいまだ明確ではない。 (23:52) 

(グッチ注: これ以降、ロス・コールサートがキャスターの女性ミーガン(Megan)の質問に

答える形式になる)。 

 

ミーガン: なぜ観測チームはそもそも CIA など政府の組織と手を組んだと思いますか？ 

それは民間からのディスクロージャー運動の使命にいささか反するように思え

ますが。 

ロス：私は UFO 観測チーム（Skywatcher）の代弁をするわけではないが、彼らに他の選

択肢はなかったと思う。彼らの活動はシエラ・ブランカ上空に敷かれた空域閉鎖の

せいで頓挫してしまった。私は彼らがもっと活動を続ける予定だったと確信する。

https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/20240629.pdf
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多くの情報提供者が私にそう言っている。(24:56) 

彼らは自分たちのＵＦＯ探索を続けたかったのだ。率直に言えば彼らの前に資金を

調達する代わりに相応の代価を望むような者たちが現れたのだ。そのような取引を

持ち掛けたのは政府だった。その申し出を受諾したことで観測チームをとがめるよ

うなことは私にはできない。なぜなら本当に大統領が情報公開の目的でやっている

ことなら、その意向に沿った行動を率先して行うことは賞賛に値するからだ。ただ

気がかりなのは大統領がすべてを伝えられていないかもしれないということだ。

(25:29) 

大統領は検知された物体は高度に進歩した中国のドローンだと聞かされたか、ある

いはそう信じるように仕向けられたのではないかと私は思っている。実際、これま

で検知された物体の１つか２つくらいは中国のドローンだった可能性があった。特

にクラゲ型のドローンのケースはそうだった。しかしすべての物体がそうだったわ

けではない。 

ミーガン：あなたはこの Realty Check でジェイク・バーバ―(Jake Barber)は議会に呼ばれ

て宣誓のうえ証言するべきだ、彼はよい証言者となるだろうと何度もおっしゃ

っています。彼が議会に呼ばれない理由に今回の出来事が少し関係していると

お考えですか。彼が呼ばれないのは彼が提供できる真実のうちのいくつかはま

だ話すにふさわしい状況になっていないからでしょうか。(25:50) 

・議会の中には事実を知っている議員がいる。とくに監督委員会の中にいる。 

ロス：ジェイクは議会が国民に正直に事実を言う気がないと冷笑しているが、私もその意

見に同意する。議会の中にはこの隠蔽工作について知っている議員が絶対いると私

は確信している。そして彼らは自分たちが知っていることを隠し、あなたや私や、

一般の人たちに嘘を言い続けている。言い逃れや、いつわりの説明によって事実が

隠蔽されている。奇妙なドローン、敵国のドローンを撃墜しているというのは隠蔽

工作だ。 

      敵国のドローンなどとは全く違う。彼らもそれを知っている。 

   私は議会の中にそれを知っているキーメンバーがいると思う。とくにキーとなる監

督委員会の中にいる。その人物たちは事実を明確に知っている。 

   そんなわけで私は議会がこの件について国民対策を真剣にやっているというジェイ

クの皮肉に同感だ。はっきり言えば、議会はこの作戦全体を粉飾している。(26:09) 

 

・過去に民間機（救護用ヘリ）が誤って「HPM」で撃墜され 4 人が死んだことがある。  

   もし大統領が我々に対して正直に対応してくれれば、彼はホワイトサンズ近くで航

空機が撃墜されたかどうか、その航空機に高周波兵器(HPM)かそれに類する兵器が

使われたのかどうか、ちゃんと説明してくれるだろう。 

   その兵器はこの UAP を狙うこの作戦の１つですでに使われたのだから。（グッチ注:
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前述したように、UAP を狙ったのは HPM 兵器ではなく実際には EMP 兵器（電磁

スカラーパルス砲）である）。 

   私の情報網によれば、民間航空機が誤って撃墜されたことがある。米国の別の場所

で UAP を狙う作戦中に民間機が高周波兵器で誤って撃墜されたのだ。 

   これは国民にとってひどい仕打ちだ。なぜなら我々はペンタゴンやホワイトハウス

が全力で、最善を尽くしていまだ正体不明の物体を調査しているのだという神話を

聞かされているからだ。 

   彼らは公表していることよりはるかに多くの事実を知っている可能性が高い。彼ら

が事実を隠蔽することに決めたのは、それが国家安全保障のために必要だと命じら

れているからだ。それはまあ理解できる。しかしなぜ彼らは市民を危険に晒すのか

が私には理解できない。   

      このように今回ホワイトサンズ・ミサイルエリアで使われた武器が、かつて救護用

ヘリを誤って撃墜し、乗っていた 4 人を死なせてしまったのだ。 

   この事件が先に述べた隠蔽工作と関係があったのかどうかは明確でない。しかし非

常に危険な武器が使われたことは確かだ。危険だからこそエル・パソの空域閉鎖も

行われたのだ。(27:05)  

・政府が事実を隠蔽するようなことはもうすべきではない。 

   実際に彼らは以前からその兵器を使って非人間知性のテクノロジーを撃墜してき

た。多くの人がこの事実を私にリークしている。いまや多くの証言が集まる時が到

来している。政府がテキサス州エル・パソ上空に出現したのはパーティー・バルー

ンだったとか、犯罪組織のドローンだったとかの偽りの作り話を続けることはもう

無理だ。犯罪組織のドローンやバルーンが浮かんでいるというだけで多忙な営みを

している米国の都市を閉鎖などするはずがない。そんなことはありえない。(28:42) 

      もっと大規模な背景のあることを明かすべきだ。私はこの問題でジェイコブ

（Jacob=ジェイク Jake Barber）に見解を聞ける立場にないので、彼の代弁はできな

い。ちなみに彼は議会に証拠を提出している。私が彼を議会に連れて行ったのだ。

本当に我々は彼を議会に連れ出し、彼は委員会の席について証拠を提示した。つま

り議会はジェイコブが提出した証拠を保有しているのだ。彼らは彼に事実を伝えら

れている。彼は聞かれれば、自分は愛国者だと答えたことだろう。そしておそらく

自ら証拠を提出したいと思ったのだろう。信じてもらえるようなやり方が必要だっ

た。現在、自分たちこそディスクロージャーの専門家だと主張するような連中がた

くさんいるのが現状だ。そのような人物が特に議会にいる。はっきり言うと、彼ら

はでたらめを言っている。(29:16) 

ミーガン：撃墜された宇宙船はどこに運ばれたとお考えでしょうか？ 

ロス：まったく分からない。回収チームによって運ばれたあと、いったい何が起こったか

私には何も分からない (30:00) 
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ミーガン：了解です。素晴らしいレポートをありがとうございました。本当にとても良い

レポートでした。視聴者もほんとうに感謝するだろうと思います。 

ロス：ミーガン、ここで述べなかった資料もたくさんあるということを付け加えておきた

い。また、私は国家安全保障上の制約を尊重しているので注意を払ってレポートす

る必要もあった。グループや個人が特定されないようにし、特別な要請なども考慮

した。私は今こそ国防総省または戦争省、さらには政権全体が気付くべきだと強く

思っている。現在ホワイトサンズミサイル・エリアで進行中の作戦は大統領の承認

のもとにやっているはずだが、その全貌は大統領にも知らされていないのではない

かと。そのことに強い懸念を抱いている人たちがたくさんいるということを知るべ

きだと。(30:12) 

      民間の航空機がホワイトサンズミサイル・エリアに展開された作戦のせいで撃墜さ

れたという酷い事実がある。こんなことは作戦には不要であり、教訓とすべき出来

事であり、この作戦がいかに危険をはらんでいるかということを示している。 

   （グッチ注：ロス・コールサートは当初「私の情報網によれば、民間航空機が誤っ

て撃墜されたことがある。米国の別の場所で UAP を狙う作戦中に民間機が高周波

兵器で誤って撃墜されたのだ。」（27：47）と語っているが、ここでは「民間の航空

機がホワイトサンズ・ミサイル・エリアに展開された作戦のせいで撃墜された」

（31：09）とはっきり言っている。後者が正確であり、前者は事件の場所を特定し

ない配慮が含まれていると思われる。） 

・地球人より進歩している知的な異星人の訪問を我々は攻撃している 

   率直に言うが、議会が説明責任を果たし、隠し立てせず事実の公表に向かうことが

必要だ。彼らが攻撃している対象はじっさいは非人間知性のテクノロジーだと思わ

れる。もしその宇宙船に生物が乗っていたなら、生きている知性体、地球人より進

歩した存在が乗っていたらと考えてみよう。その非人間知性とのファーストコンタ

クトが我々の側からの攻撃なのだと。ある人物がこの行為について私に言った言い

訳はこうだ：もし警戒中の空港の閉鎖エリアに君が何か物をもって入り込んだな

ら、警備員は君を撃たざるを得ないのだと。(31:19) 

・呼んでおいて攻撃するという倫理に反することをしている 

   問題は我々が彼らを呼んだということだ。この閉鎖エリアに彼らを召喚しておいて

撃墜している。これはじっさいモラルに反する行為であり、倫理的に極めて問題で

あり、公に議論すべき行為だと思う。(32:10) 

・閉鎖エリアにいたひとたちも恐怖と心配を抱いている 

      この閉鎖エリアにいた人たちの間にも米国政府が行った行為に対し恐怖と心配が広

がっている。すべて信頼できる情報源からの話だ。じっさいこれはいったい何だと

いぶかっている人たちが多い。我々には何だか分からない。納得できる説明をして

くれと。 
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このようなことが実際に起こった。それは事実だ。観測グループの上空で空域閉鎖

が敷かれた。非常に特殊な安全保障を理由とした作戦だった。(32:27) 

UAP がホワイトサンズを棄損するとして撃墜したのだ。 

そしてその後何が起こったかについて、米国民にちゃんと知らせ、米国議会の前で

すべてを説明するべきだろう。 

  

以下、このロス・コールサートの動画を見たディック・ラッセル氏のレポートを紹介す

る。 

 

なぜ米軍は UAP を撃墜するのか  緊急事態 

ディック・ラッセル                                      2026 年 8 月 12 日 

 

まずオーストラリアの調査報道ジャーナリスト、ロス・コールサートが最新の「Reality 

Check」で語った話に読者の注意を向けることから始めたい。今日私は UFO とケネディ暗

殺シリーズの第三弾を公開するつもりだが、ニューメキシコ州ホワイトサンズ・ミサイル

基地で起こったと報じられている事件も実に恐ろしいものだ。UAP 現象に関心のない人も

この事件は知るべきだろう。 

 

時は今年２月にさかのぼる。FAA（アメリカ連邦航空局）が十分な説明もなく突然エル・

パソ上空の空域を閉鎖した。最初当局はメキシコの麻薬組織のドローンが突然侵入してき

たことに対する措置だと主張した。その後運輸長官ショーン・ダフィが「脅威は無力化さ

れた」と述べた。ニューヨークタイムズ紙は移民当局がペンタゴンから提供された対ドロ

ーン兵器を FAA との連携なしに使ったのが真相だとした。その後情報筋が、ものはパーテ

ィーバルーンと「判明した」と語った（ロズウェル事件が思い浮かぶ）。 

 

アメリカ合衆国の主力兵器の実験場であるホワイトサンズ近辺に奇妙なオーブ群が出現し

たわけだ。コールサートの言い分を見てみよう： 

「戦争省（米国防省の新名称）はこれら不可解な物体群の飛行を中断させるためにまさに

秘密の作戦行動を遂行したのです。私が聞いた話では戦争省はその時飛行物体を撃墜しま

した。場所は米国内からメキシコ・ファレス近辺の国境地帯にかけてです。ホワイトハウ

スの情報源から聞かされた話では、トランプ大統領自身がこの作戦を承認したということ

です。この事実から分かるのは、政府が知っているすべてを公にすることはいまだ許され

ていないのだということです。」 

 

ロス・コールサートは続けて言う：「政権は地球外知性のテクノロジー回収の大規模な作戦

https://www.youtube.com/watch?v=IOZdVCoZ51Q
https://www.youtube.com/watch?v=IOZdVCoZ51Q
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を密かに実践しているのです。この事実はホワイトハウスの大統領を補佐する上級諜報顧

問から出た情報です。トランプ大統領は戦争相のピート・ヘグセス長官に対し、これらの

物体の正体を突き止め、捕獲するよう要請しました。この要請は米国家情報長官にも伝え

られました。 

情報筋から私に明かされたところによると、ホワイトサンズでは指向性エネルギー兵器が

使用されたということです。高周波パルスと呼ばれるものです。この兵器は強力な電磁波

エネルギーを放射することによって宇宙船を撃墜します。電磁波は光速で放射され、機体

を貫き、その電子システムを焼き切るのです。 

情報筋が私に伝えてくれたところによると、その宇宙船群ないし飛行物体群、あるは UAP

群がホワイトサンズ上空でターゲットになったのです。その飛行物体は奇妙な特性を示し

ましたが、それは UAP を定義する５つの観察条件 ― 急加速、極超音速、低被観測性、

亜空間移動、反重力のいずれかを満たしていました」と。 

なお付け加えておきたいが、コールサートは特定の党派寄りの人物ではない。 

 

このコールサートの発言と同じく気になるのは、ハーバード大学の宇宙物理学者で米政府

の UAP 学術審議会議長だったアヴィ・ローブが昨日発表した記事だ。ローブはこう言っ

ている：もしコールサートの報告が正しいなら、それは歓迎すべき進展だ。「我々は新たな

データや材料を集め、それを今手に入る限りの良質のセンサーや AI 分析のツールを使っ

て分析することができます」と。我々はまた「科学的調査を行い、それらのオーブが人類

以外のテクノロジーを示しているのかどうかを明確にすることができるでしょう。その固

体構造、オーブの材質の化学的組成、同位体構成、並びにその飛行特性、人間活動への反

応などのデータが彼らの本性や起源を明らかにすることでしょう」と。 

 

ローブは自らの考察をこう結ぶ：「我々は新たな情報を集積することにより、過去数十年

の記録に依存することなく、未来を語る歴史書を形作ることでしょう」と。ローブ博士、

失礼ながら、それは少し「擬人化」しすぎてはいないだろうか。自分たちが扱っている対

象が分かっていないことを考えれば、我々はもっと冷静な意見を述べるべきではないだろ

うか。別世界の知的存在は我々とは全く類似点がないかもしれないのに、我々より何光年

分も進歩しているというのだろうか。そして彼らは何者かも知れないのに、我々を傷つけ

ることなく、我々を助けてくれるかもしれないというのか？少なくとも今のところはそう

らしいと…。 

 

私はスティーブン・グリア博士にこの状況をどう考えているのか聞くために電話した。Ｕ

ＦＯ隠蔽情報開示運動のパイオニアである彼はこの事態に強い関心を寄せており、大統領

が酷いアドバイスを受けていると信じている。軍産複合体が少なくとも 1947 年のロズウ

ェル事件以来ＥＴ宇宙船を撃墜・回収していることを考えれば、これ以上さらに「調査」
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する必要などあるだろうか？内部告発者のデビット・グラッシュは 2023 年に議会の前で

リバース・エンジニアリングされた宇宙船だけでなく、保管された異星人の死体があるこ

とを知っているとさえ証言している。なぜ今さら時計の針を何も分かっていなかった 1940

年代半ばに戻す必要があるのか。ホワイトサンズが米国の最初の核兵器の実験場であり、

宇宙船がその狂気を観察するために姿を現したのが真相だ。 

 

グリア博士の見解では、今日の問題は２つの脅威が同時に存在することだという。そのう

ちのひとつはペンタゴンの戦争屋たちの「すぐにやつらを撃墜しろ！」という習性だ。グ

リア博士が付け加えて言うには「もうひとつは軍の諜報機関で影響を増している宗教的な

狂信でして、異星人存在を悪魔に見立てるものです。これはバンス副大統領から広がりま

した。アルマゲドンのような異様な世界の終末思想がＦＢＩや軍内部にまで浸潤してきて

います。この思想は極端な原理主義として排除されてきたものですが、今や主流になって

います。」 

 

グリア博士は大統領の友人と最近話したばかりだと言った。その人物は「この事態にすっ

かり打ちのめされ、震え上がっている」という。トランプ氏自身はこの妄想的な終末思想

を信じていないように見えるが、トランプ氏にこの考えを吹き込むアドバイザーがいるの

だ。これが意味することは、我々はいわゆる「破局的 UFO 情報公開」に直面しているだ

けでなく、世界的破局に繋がりうる出来事が起こりそうだということだ。宇宙時代のパイ

オニア、ウェルナー・フォン・ブラウンが警告した異星人侵略という偽旗作戦が５０年前

に始まったが、それがついに完結し、大衆のパニックを起こし、おそらく戒厳令が敷かれ

ることだろう。もっと酷い事態が回避されたとしての話だが。 

 

グリア博士はキリスト教狂信者たちはシーア派の宗教指導者たちと同様な狂信的メンタリ

ティにとり憑かれているという。その狂信はおおむね、イエス/導師の再臨が起こるという

ところまでエスカレートしている。「彼らはさまざまな出来事を人為的に、あるいは自然な

成り行きも交えて次々と起こそうとしています。私は大統領が自分の命じるアクションの

結果がどうなるか理解していないのだと思います」。グリア博士はさらにこう続ける「この

事態は腐敗した超国家的組織が長年準備してきたシナリオに沿ったものです。彼らが以前

から決行しようと企んでいたことです。」 

 

私の報告を常にチェックしてほしい。この件はベストを尽くして追跡するつもりだ。 
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解説（グッチ）                     ２０２６年９月１２日 

 

ロス・コールサートは一見怪しげで、豪州なまりの英語を堂々と話す人物だが、UFO・

UAP に専門的に関わる英語圏の調査報道系ジャーナリストとしては最も多くの情報を手に

し発信し続けている人物の 1 人だろう。 

その彼が 8 月 9 日に Youtube チャンネル News Nation(Reality Check)で述べた最新の

UFO 撃墜事件の詳細は衝撃的であった。 

米国テキサス州のメキシコとの国境近くにあるエル・パソ市上空が 2 月１０日から１１日

にかけて FAA（アメリカ連邦航空局）によって突如空域閉鎖された。そしてサイキックな

方法で UFO を呼ぶ UFO 観測グループの一部のメンバーが国防総省の工作員によって篭絡

されて UFO 群を呼び出した。その UFO がホワイトサンズ・ミサイルエリアから電磁スカ

ラーパルス砲（EMP 兵器）と思われる兵器で攻撃され、撃墜されたという事件だ。 

この国防総省の作戦はトランプ大統領の承認のもとに行われたというが、彼がどこまで事

実を知らされているか心もとないとコールサートはいう。 

トランプ大統領はＵＡＰ情報を公開すると宣言して未公開のＵＡＰ映像をすでに第５弾ま

で出しているが、国防総省で働いていたデヴィット・グラッシュが２０２３年の UFO 公

聴会で証言した ET の死体の存在を示唆する情報は一切出していない。 

サイキックな方法でＵＦＯを呼び出しておいて撃墜するという汚いやり口はＥＴの先進テ

クノロジーの収奪だけを狙う軍事的暴力の表れである。 

（このやり口は USAPs が拉致しサイキック能力を強制的に高められた人たちのことを思

い出す。彼らは P３工作員にされ UFO の操縦をハイジャックし、EMP 兵器の照準域に誘

い出して撃墜させていた）。 

戦争を起こすような文明はいずれ自滅し長続きはしない。文明が数十万年、数百万年と継

続するためにはその担い手である知的存在が戦争を起こす野蛮さを克服し精神的に進化し

ていないと不可能である。 

そのような ET たちが、危うい地球文明に懸念を抱き見守りに来ているのに、暴力で迎え

撃ち撃墜するとはひどいことではないか。 

安全保障などという概念は文明が野蛮である間にしか存在しない。戦争に明け暮れる人類

にとって宇宙の恒久平和に参加する道は途方もなく遠いというほかない。 

 

さて、このロス・コールサートの動画に衝撃を受けて、その趣旨を ML で報道したのが 

デック・ラッセルである。 

彼は明快な英文を書くジャーナリストで、特に JF ケネディの死の真相追及で知られてい

る。スティーブン・グリアとも親しく、UFO 問題にも関わっている。 

ラッセルはコースサートの話の要点を絞って引用し、最後にスティーブン・グリアの見解

を紹介している。 

https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/20240629.pdf
https://en.wikipedia.org/wiki/Dick_Russell_(author)
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太陽系外から飛来した異形の小惑星オウムアムアを ET が作った人工物だと主張して世界

を騒がせたハーバード大学の宇宙物理学者アヴィ・ローブもコールサートの発言に反応し

ている。なおグリアは亜空間を利用して途方もない距離を短時間で飛ぶ ET はオウムアム

アのような物質的乗り物は必要としていないと言ってローブの主張を否定している。この

レポートに紹介されたローブの見解も、既成科学の枠内に収まっている。 

このレポートの重点は、コールサートが得た情報が正しければ、トランプ大統領が 2026

年 2 月にニューメキシコ州ホワイトサンズ・ミサイル基地で起こった「オーブ」撃墜を承

認していたということだ。オーブがたくさん飛来してきたとき、トランプは戦争大臣のピ

ース・ヘグセス長官にそのオーブの正体を調査し、捕獲することを命じている。 

このヘグセスは体に十字軍の入れ墨をし、ET を聖書に登場する悪魔と見なすキリスト教

系狂信者だ。軍隊内にもその狂信を広めている。 

バンス副大統領も UFO/ET 問題に重大な関心を持っていると発言しているが、ET を悪魔

的存在と見なすなど偏見に満ちている。彼は福音派からカトリックに改宗したが、米国の

イラン攻撃を批判するカトリックのトップ・教皇に「神学上の発言をする場合には慎重に

すべきだ」など無礼な発言をする人物だ。 

一方ルビオ国務相はルイス・エリゾンドの映画「Age of Disclosure」（2025 年）に登場

し、大統領職は忙しくて ET の死体のことなどに関わるべきではないと言っている。 

なおエリゾンドのことをグリアは情報を捻じ曲げる大家だと言っている。ET を侵略者とみ

なし、UAP を安全保障問題の範囲でしか捉えていない点ではたしかに ET 情報を捻じ曲げ

ているといえよう。 

なお、バンス副大統領が ET を悪魔と見なすのは特定の妄念にハマっているからだが、そ

の妄念については以下のグリアの論考（1999 年）が参考になる： 

 disclosure.pdf 

 

https://higusumi.world.coocan.jp/pdf/disclosure.pdf

